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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上顎洞底の骨形成をするのにバルーン付／カテーテル、チューブ、逆止弁、三方活栓及
び注射具を用いる人工骨補填材供給装置に於いて、
（イ）　弾性体材で成形されているカテーテルボディー１０／１の外形は、円筒状をなし
　　　、一端はチューブと連結する複数の通路孔を持ち、他端の先端部は半球体の形状を
　　　してその外被にはゴム材のバルーン／Ａ（１０ａ）を設けられ、
（ロ）　チューブと連結する側の外径の一部にバルーン１０／Ｂ（１０ｂ）を設け、バル
　　　ーン１０／Ｂ（１０ｂ）内側には、空気圧の通る通路孔２Ｈに連通する小孔２ｓが
　　　設けられ、
（ハ）　バルーン／Ａ（１０ａ）の内側には、空気圧の通る通路孔１Ｈに連通する射出用
　　　の小孔１ｓが設けられ、
（ニ）　バルーン／Ａ（１０ａ）及びバルーンＢ／（１０ｂ）の間でチューブボディーの
　　　外径φＤに排出用の小孔３ｓを設けられ、
（ホ）　排出用の小孔３ｓは、人工骨補填材のとおる通路孔３Ｈに連通してチューブボデ
　　　ィーの外径φＤの外周で２方向に分岐してあいている、
　ことを特徴とする上顎洞底の骨形成のための人工骨補填材供給装置のバルーン付／カテ
ーテル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、上顎洞底の骨形成時の人工骨補填材供給装置のバルーン付／カテーテルに関
するものである。
 
【背景技術】
【０００２】
　図８に示すのは、健常者の上顎洞（２０）部に歯（２６）、（２７）がある時の歯槽骨
（２３）との関係を示している。（例えば、非特許文献１）
【０００３】
　図９は、歯周病や歯を抜き放したまま長期間放置していたことなどの為に顎骨の吸収が
進んだケースや加齢（ホルモン・バランスの変化）に伴い歯槽骨頂から上顎洞底までの垂
直的な距離が短い場合を示している。このような場合、インプラントを行うことが困難で
ある。（例えば、非特許文献２）
【０００４】
　本発明の参考として尿道カテーテルがある。これは押し子（通称、注射器の役目をする
）とカテーテルを連結するところのカテーテルの挿入部が、周状リブでテーパー状になっ
て連結部が抜けにくくなる旨の文献がある。又、同一文献の中に「バルーン」のところが
参考資料となる。（例えば、特許文献１）
【０００５】
　又、上顎洞底あげ器具及びそのシステムとして、ストレート部とテーパー部とが階段的
に形成され、端面部に切削縁をもったもので施術するものがある。（例、特許文献２）
【０００６】
【非特許文献１】丸橋賢ほか著「インプラントで安心」社団法人／農山漁村文化協会　　
２００１年３月　第１刷発行－頁１７５
【非特許文献２】加藤大幸　著「驚異のインプラント」ＫＫロングセラーズ　　　　　　
２００２年１０月１４日　初版－頁６５
【特許文献１】特開平８－２７６００５号公報
【特許文献２】特開２００３－１９９７７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　歯槽骨頂から上顎洞底までの垂直的な距離が短い場合に、歯槽骨（２３）と上顎洞粘膜
（２２）を持ちあげ、歯槽骨と上顎洞粘膜の間に人工骨補填材（１２）を充填してインプ
ラント（１５）を行う。
 
【０００８】
　人工骨補填材（１２）を充填するのに、従来は図１０の（ａ）～（ｄ）に示すような要
領で行っていた。即ち、
（１）歯槽骨（２３）にキリ（１８）にて削孔（１９）をする。（図１０（ａ）参照）
（２）削孔から器具（１７）で槌打ちを使い、上顎洞粘膜（２２）を徐々に押し上げる。
（３）徐々に押し上げた所の空洞部に自家骨又は人工骨補填材（１２）を供給して充分な
　　　ボリュームを得た後にインプラント（１５）を行う。（例えば、図１０（ｄ）参照
　　　）
 
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　歯槽骨頂から上顎洞底までの垂直的な距離がなく、歯槽骨の厚みが十分にない場合に、
上顎洞粘膜を持ち上げ、歯槽骨と上顎洞粘膜の間に人工骨補填材を充填しインプラントを
容易に、早く確実に、しかも安全（発病を防ぐ等）に形成する。
　従来の対応の仕方（例えば、前記の削孔から器具で槌打ちを使い上顎洞粘膜を徐々に押
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し上げる等）では、器具等の汚染から急性炎症（化膿）、又は上顎洞粘膜（２２）に傷を
つけたり、破れて、急性（慢性）の上顎洞炎（蓄膿症）になる等の弊害が指摘されていた
ので、これを防ぐための発明である。
 
【００１０】
　この為に図１に示すバルーン付／カテーテル（１０）、チューブ（１、２、３）、逆止
弁（４）、三方活栓（５）、注射具（６）等を直列に連結し、３つのパターンにて歯槽骨
（２３）にキリにて削孔（１９）し［例えば、図７（ａ）］、削孔にバルーン付／カテー
テルの先端部を挿入する。注射具（６／Ａ）から空気圧（又は、生理食塩水）をチューブ
／Ａへ徐々に送りこむ。次に注射具（６／Ｂ）から空気圧（又は、生理食塩水）をチュー
ブ／Ｂにて同様に送る。これに伴い両者のバルーンを徐々にふくらませる［図７（ｃ）、
（ｄ）］。その後に、両者のアドーバルーン部の隙間（空洞）へ注射具（６／Ｃ）から生
理食塩水（１１）をチューブ／Ｃを通し、小孔（３ｓ）から徐々に送り込む［図７（ｅ）
］。
　尚、これらの対応時は、ゲージメーター（８）と空気（粉末磁気を含む。）圧、生理食
塩水等の形状を図なき検討用の透診器を併用して行う。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明は、歯槽骨頂から上顎洞底までの垂直的な距離が短い場合、上顎洞内の上顎洞粘
膜を破ることなく確実に持ち上げ、上顎部の歯槽骨と上顎洞粘膜の間に人工骨補填材を充
填してインプラント施術を行う土台作りを容易に、早く確実に、しかも安全に（発病を防
ぐ等）行うことを目的としている。
　図１に示す方式にて対応し、下記の効果を発揮する。
 
【００１２】
（イ）人工骨補填材（１２）を充填する。
（ロ）上顎洞粘膜の剥離、押し上げは、空気圧（又は生理食塩水）により、膨らませた状
　　　態のアドーバルーン／Ａを徐々に形成し、治療者には違和感がなく楽な治療ができ
　　　る。
（ハ）従来と方式が異なり、上顎洞の底あげ器具を使用しない為に、上顎洞粘膜を破損し
　　　ない。故に、上顎洞粘膜の損傷や破損による急性の上顎洞炎などを発生しない。
（ニ）上顎洞粘膜の上顎洞への器具等を使用しない為、汚染から急性炎症が発生しない。
（ホ）上顎洞への人工骨補填材の充填形状が、従来に比べ上顎洞粘膜の押し上げの形状が
　　　無理ない姿（富士山の形状の姿に近似）に成る為にインプラントの下地が強固にな
　　　る。
（ヘ）従来に比べ、治療時の被治療者の口元部の作業スペースが制約されず、治療対応が
　　　容易で、早く（器具での槌打ちが不要）て確実である。
 
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　従来の図１０（ｄ）のように上顎洞の薄骨部に人工歯のインプラント（１５）を植立す
るのに人工骨補填材（１２）、生理食塩水（１１）を使用する時は、バルーン付／カテー
テル（１０）の外径の大きさが、歯と歯の間で制限される。（使用条件の目安；最大径≒
φ３ミリ）
　この為に図１の様な上顎洞の底あげ時の実施例１のバルーン付／カテーテル（１０Ａ）
にて対応するので、以下、順を追って本発明の実施の形態を図１～７にて説明する。
 
【００１４】
（１０）は、シリコーンゴム製のチューブボディー（１０／１）に同一材シリコーンゴム
製のバルーンのついたバルーン付／カテーテルである。表面は、なめらかで凹凸がなく傷
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、気泡もないものである。バルーン／Ａは先端部に、また中程にもバルーン／Ｂが付いて
いる。その中間のチューブボディー（１０／１）断面にある通路孔（３Ｈ）からの噴出孔
の小孔（３ｓ）は、ボディーの外径φＤ≒φ３ミリ内に３ケのチューブ（１、２、３）と
連結する孔径（≒φ０．４ミリ）をもち、ボディー有効長（＝Ｌ０－Ｌ）は、１５ミリ内
にしている。
　チューブ（１、２、３）と連結するボディーの通路の孔径（φｄ≒φ０．４ミリ）は、
同一サイズであり、その断面内の通路孔の配置は、図４に示すように３等分になっている
が、使用条件により図６に示すような形状のものも使用できる。
【００１５】
　ボディーの通路孔（Ｈ）と各小孔（ｓ）の連結の係わり具合は、図５にて示している。
チューブ／Ａに連結する孔（１Ｈ）は、実施例２の図２で示す（アドー）バルーン／Ａの
小孔（１ｓ）に通じており、注射具（６／Ａ）のピストン（６Ｂ）でのエアー圧にて図１
の「イ」のように「ふくらます」ことができる。
　尚、バルーン／Ａは、ピストン（６Ｂ）のエアー圧を下げれば最初の形態に復帰する。
　又、チューブ／Ｂに連結する孔（２Ｈ）も、図２で示す（アドー）バルーン／Ｂの小孔
（２ｓ）に通じており、注射具（６／Ｂ）のピストンでのエアー圧にて図１の「ロ」のよ
うに「ふくらます」ことができる。
　当然、バルーン／Ｂも前記と同様にエアー圧を下げれば最初の形に戻る。
【００１６】
　チューブ／Ｃに連結するボディーの通路孔（３Ｈ）と小孔（３ｓ）との連結態様は、図
５に示すように奥側にて、小孔（３ｓ）が２方向に分岐してボディーの外周であいている
。
【００１７】
　１、２、３は、外径φＤ≒１ミリ、内径φ≒０．４ミリで長さＬ≒３００ミリのストレ
ートのシリコーンゴム材で製作し、３本とも同一仕様のチューブでよい。
　尚、作業上の間違いを避けるために、例えば、チューブ／Ａ、逆止弁（４）、三方活栓
（５）のボディー（５Ａ）及びこれらと連結する注射具のシリンダー（６Ａ）には、それ
ぞれに同色（例えば、赤）を付しておく。同様に、チューブ／Ｂとの連結のものにも、そ
れぞれに同色（例えば、青）を付しておく。
　チューブ／Ｃとの連結のものも、同様にそれぞれに同色（例えば、黄）を付してある。
この識別色は、エフ又は、サインペン（色）等にて使用前につけておいてもよい。
　１は、バルーン／Ａ用、２は、バルーン／Ｂ用、３は、生理食塩水用として使用のため
に上記のように（色分け後に）赤、青、黄で識別して作業時の間違いを無くしている。
【００１８】
　４は、硬質の樹脂のボディー（４Ａ）の一方に、バルブ付パイプ（４Ｂ）樹脂の中には
逆止の弁がセットされ、他方には硬質樹脂の連結パイプ（４Ｃ）が挿入された、逆止バル
ブＣＯ．である。（なお、類似の一般市販品があるのでこれを代用してもよい。）
　バルブ付パイプ（４Ｂ）は、三方活栓（５）の（凸の）テーパー付の連結パイプ／ｓ（
５Ｃ）と連結される。なお、連結パイプ４Ｃは、チューブに連結される。
【００１９】
　５は、樹脂材のプラスチックのボディー（５Ａ）に逆止バルブの連結パイプ（４Ｃ）と
連結のパイプ／ｓ（５Ｃ）と注射具（６）と連結する連結パイプ／Ｕ（５Ｄ）が一体に成
形される三方活栓ＣＯ．である。
　なお、連結パイプ／Ｕ（５Ｄ）は２ケ同じ仕様のものである。また、これにはテーパー
付キャップ（５Ｅ）が組付けられるようになっている。
　このボディー（５Ａ）には、切替えレバー（５Ｂ）と一体の軸がバルブになっていて、
このレバーの回転により３方向に、空気、又は液体の流量を切替え、或いは、止めること
が出来る。
【００２０】
　６は、目盛（６Ｄ）付の透明の樹脂製のプラスチックのシリンダー（６Ａ）に、樹脂製



(5) JP 4211003 B2 2009.1.21

10

20

30

40

50

のピストン（６Ｂ）が摺動嵌合している。
　尚、このピストン（６Ｂ）には、気密又は液漏れ防止の為に天然ゴム製のＯ（オー）リ
ング（６Ｃ）が外周部に嵌まっていて、ピストン摺動を行う為に押し面（６Ｅ）をもって
いる。
　又、シリンダーの先端部は、三方活栓の連結パイプ／Ｕ（５Ｄ）に連結使用するために
テーパー状になっている。
【００２１】
　７は、チューブ内圧を測定する為の歪ゲージである。（張付けタイプの使用例）
　８は、チューブ内圧を測定する圧力計のゲージメーターである。
　１３は、圧力計と歪ゲージを結ぶケーブルである。
【００２２】
　次に、この供給装置の部品のバルーン付／カテーテルの使い方を図７にて述べる。図７
は、歯槽骨頂から上顎洞底までの垂直的な距離が短い場合、歯槽骨（２３）と上顎洞粘膜
（２２）を持ちあげ、歯槽骨と上顎洞粘膜の間に人工骨補填材（１２）を充填してインプ
ラントを行う前の手順を示す。
　図７（ａ）は、歯槽骨（２３）にキリにて削孔（１９）をあけ、上顎洞粘膜（２２）を
器具（１７）にて押し上げ、その後バルーン付／カテーテル（１０）の先端部を削孔（１
９）に突っこみ（図７（ｂ）参照）アドーバルーン／Ａを最初に発生させる為にチューブ
／Ａへ空気圧を注射具（６／Ａ）から送り込み図７（ｃ）のように「イ」のアドーバルー
ン／Ａを構築させる。
 
【００２３】
　次に図７の（ｄ）のようにアドーバルーン／Ｂを構築させるために、チューブ／Ｂへ空
気圧を注射具（６／Ｂ）から送り込み、最後に、チューブ／Ｃから生理食塩水（１１）を
注射具（６／Ｃ）で図７（ｅ）の配列図の状態で送り込む。
　尚、各チューブ内に注射具から送り込んだ空気及び生理食塩水は、次のステップで人工
骨補填材（１２）と順番に入替えていく。人工骨補填材が数カ月後に固まると、ねじ式の
インプラント（１５）をそこへ埋め込めば、ひと通りの目的を完了することになる。
 
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１０】従来、上顎洞粘膜２２内に人工骨補填材１２を注入具にて注入する工程例（ａ
）歯槽骨２３にキリ１８で孔をあけ１９の初期の状態　　　　　　　　　　　　（ｂ）上
顎洞粘膜２２を押上げる為に人工骨補填材１２を注入具６を使用しての状態（ｃ）注入具
６の先端から上顎洞粘膜２２内に人工骨補填材１２を供給している状態（ｄ）人工骨補填
材１２にインプラント１５をねじ込みした状態例
【符号の説明】
【００２５】
　１　チューブ／Ａ
　　（２　チューブ／Ｂ、　３　チューブ／Ｃ）
　４　逆止バルブＣＯ．　又は、逆止弁（バルブ）
　５　三方活栓ＣＯ．　又は、三方活栓
　　５Ｂ　切替えレバー
　６　６／Ａ、６／Ｂ、６／Ｃ　注射具
　　６Ａ　シリンダー、　６Ｂ　ピストン、　６Ｅ　押し面
　７　歪ゲージ
　８　８Ａ、８Ｂ、８Ｃ　ゲージメーター
　１０　１０Ａ、１０Ｂ　バルーン付／カテーテル
　　　　１０Ｓ　バルーン付カテーテル／システム
　　　　１０ａ　バルーン／Ａ
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　　　　１０ｂ　バルーン／Ｂ
　　　　１０／１　チューブボディー　又は、カテーテルボディー
　１１　生理食塩水
　１２　歯槽骨素材　又は、人工骨補填材
　１３　ケーブル
　１５　インプラント
　１７　器具
　１８　キリ　又は、工具
　１９　削孔
　２０　上顎洞　又は、空洞
　２１　鼻腔
　２２　上顎洞粘膜
　２３　歯槽骨
【００２６】
　φＤ　外径
　φｄ　内径
　φｓ　ｓ、１ｓ、２ｓ、３ｓ（排出用　又は、射出用の）小孔
　Ｈ　１Ｈ、２Ｈ、３Ｈ　（ボディーの）通路孔
　イ　（アドー）バルーン／Ａ
　ロ　（アドー）バルーン／Ｂ
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